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バルザックにおける聖母マリアの出現
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はじめに
　オノレ・ド・バルザック（1799-1850）が生きた19世紀前半のフランスは、七月革
命（1830）、二月革命（1848）、コレラの流行（1832，1847，1849）という、暴動と伝
染病による災厄に見舞われ、それらの出来事と相前後して、1830年にはパリのバック
通りで、1846にはフランス南東部のラ・サレットで「マリアの出現」が起きた時代で
あった。1830年代といえば、バルザックがもっとも神秘的な傾向を示す時期である
が、マリアの出現という出来事はバルザックに何かしらの影響を与えたのであろう
か、影響を与えたとすればどのような形で表現されているのであろうか。この問いを
解くため、はじめに1830年の出現をめぐる状況とバルザック個人の出来事を確認し、
次にマリア出現と関連しうる作品を「回心」と「浄化」という観点から考察する。
１．バック通りにおけるマリアの出現（1830）１
　おとめマリアの出現は、福音書にも記された復活後のキリストの出現と同様、聖
母被昇天ののち繰り返し起きてきたとされる現象であるが２、19世紀フランスはマ
１	 Émile	Bertaud	et	André	Rayez,	«	Dévotion	à	la	Vierge	»	;	Stefano	De	Fiores,	«	Marie	
（Sainte	Vierge）	»	（Marcel	Viller,	et al.,	Dictionnaire de spiritualité,	Beauchesne,	1937-
1995）.	Sylvie	Barnay『マリアの出現』近藤真理訳、せりか書房、1996	（Les Apparitions 
de la Vierge,	1992）．高橋たか子『巡礼地に立つ―フランスにて』女子パウロ会、2004．
竹下節子『パリのマリア―ヨーロッパは奇跡を愛する』筑摩書房、1994．山形孝夫『聖
母マリア崇拝の謎―「見えない宗教」の人類学』河出書房新社、2010．
２	 ヤコブス・デ・ウォラギネ『黄金伝説３』、「聖母マリア被昇天」、前田敬作、西井武訳、
平凡社ライブラリー、2006、p.	200-250．
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リア出現に彩られた時代であった。中でも、バルザックの時代に起きた1830年の出
現は「不思議のメダイユ」の普及によって今日まで続く大きな影響力を及ぼすこと
となった。1830年７月18日、パリのバック通りでマリアの出現に立ち会ったのは、
愛徳修道会のカトリーヌ・ラブレ（Catherine	Labouré,	1806-1876）である。カト
リーヌは指導司祭のアラデル神父に話すが、錯覚、想像として一蹴される。しかし
まもなく七月革命が起こり（７月27〜29日）、パリの大司教館、教会、修道会が群
衆の襲撃を受ける。11月27日、カトリーヌに再びおとめが現れ、この出現が「不思
議のメダイユ」鋳造のきっかけとなる。７月の出現のときと同じように、錯覚とし
て受け入れなかったアラデル神父もやがて事態を重大に受け止めることとなり、パ
リ大司教に相談したところ、メダイユ鋳造の許可が下り、計画が進められていく。
メダイユに刻まれたマリア像は両手から恵みの光の束を放ち、黙示録の女のように
蛇の頭を踏み砕いている。その像は、「原罪なくして宿りたまいしマリア、御身に
よりたのむわれらのために祈りたまえ」の文字に囲まれている３。
　1832年３月、鋳造を間近にひかえた頃、コレラがパリに襲いかかり、３月末か
ら４月初めにかけて、１日に平均100人が亡くなったとされる４。６月にコレラが
再発する中、６月末に1500個のメダイユが鋳造され、パニックに陥るパリに広
まっていった。パリ大司教とアラデル神父は、カトリーヌへの聖母出現という出
来事は隠したまま、メダイユ鋳造と配布を行ったのであったが、メダイユが次々
と「奇跡」（治癒と回心）を引き起こしたために、「不思議のメダイユ（médaille	
miraculeuse）」と呼ばれるようになり、メダイユの起源について問い合わせが相次
ぎ、噂が広まっていく。1834年８月になってようやく、報告を書くよう指名された
アラデル神父が簡潔な文章を書き、『新たなメダイユの起源と効果に関する歴史的
３	 «	O	Marie,	conçue	sans	péché,	priez	pour	nous,	qui	avons	recours	à	vous!»	マリアが原
罪なくして母アンナの胎内に宿ったとする「無原罪の御宿り（Immaculée	Conception）」
の教義は古くから説かれ、神学的反論も起こる一方で、修道会や信者の間では広く受け
入れられてきた。1858年、ルルドで出現したマリアも「私は無原罪の御宿りである」と
名乗っている。
４	 大森弘喜「1832年パリ・コレラと〈不衛生住宅〉―19世紀パリの公衆衛生」、『成城大学
経済研究』第164号、2004、p.	74．
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概要』と題された本が匿名で刊行される５。アラデル神父の報告自体は短いもので
あるが、メダイユによってもたらされた治癒と回心について寄せられた膨大な書簡
の引用が掲載され、巻末には聖母への祈りが付されている。収録される書簡の数が
版を重ねるごとに増えてゆき、また巻末には無原罪のマリアへのノヴェナ（９日
間の祈り）などが加えられ、1834年10月の第２版で108ページだったものが、1835
年12月の第６版で288ページ、1842年の第８版では608ページに膨れ上がっている。
1834年８月に刊行された初版の部数は５千部であったが、２か月のうちに完売し、
10月に第２版を１万部、翌11月に第３版を３万５千部、1835年に第４版から第６
版、1837年に第７版、1842年に第８版が印刷され、第８版の前書きによれば、第７
版までに13万部が印刷され、1840年に完売していたという。マリア出現の出来事と
メダイユの効果を記した印刷物が、大きな反響を呼び起こしながら、パリ、そして
フランス各地に広まった様子がうかがえる。
　カトリーヌ自身は公の場に出ることはなく、パリ近郊の養老院で黙々と修道女の
務めを果たしており、指導司祭のすすめによって、彼女が自身の体験を文章化する
のは1856年、そして晩年の1876年のことである。カトリーヌの伝記を第１章に据え
た新版が出版されるのは、彼女の死後、1881年になってからである。それゆえ、カ
トリーヌ・ラブレについて今日の私たちが知りうるような詳細をバルザックは知り
えなかったし、バルザックがどの時点でマリア出現の出来事とメダイユの存在を
知ったか、明確な時期は特定できない。いずれにせよ、メダイユはコレラの流行が
去ったあとも広まり続け、1834年３月には５万個、夏には15万個、秋には50万個が
鋳造され、1830年代に1000万個が人々の手に渡っていった。
　コレラの最初の発症は1832年３月22日、マザリン通りで起こり、４月から５月に
かけて猛威を振るった。ちょうどこの時期、1832年４月初旬のこと、バルザックは
顔に腫物ができ、激しい痛みに苦しんでいた。「これはコレラではない」と手紙に
５	 Notice historique sur l’origine et les effets de la nouvelle médaille frappée en l’honneur 
de l’Immaculée Conception de la Très-Sainte-Vierge et généralement connue sous le nom 
de médaille miraculeuse	（par	Aladel）,	2 e	éd.,	E.-J.	Bailly,	1834	;	3 e	éd.,	Société	des	bons	
livres,	1834	;	4 e-6 e	éd.,	1835	;	7 e	éd.,	1837	;	8 e	éd.,	1842.
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書きながらも、絶望さえ感じながら４月15日までの１週間を病床で過ごしていた６。
病気からは回復したものの、この年は馬車の事故に二度も見舞われる年でもあっ
た。５月末、オペラ座の前で自家用馬車から降りるときに、転んで頭を強く打ち、
20分ほど意識不明になった上、８月にはクレルモン・フェランからリヨンへの乗合
馬車で事故に遭い、右脚を骨折し深い傷を負った７。パリ市民約２万人の命を奪っ
たとされる1832年のコレラ８で命を落とすことはなかったものの、その後も「軽症
コレラ」にかかったと何度か手紙に書いており、コレラの症状に似た激しい下痢に
襲われたと見られる９。1830年代前半は、バルザックが宗教的な作品を生み出した
時期であるが、その背景にはこうしたコレラの脅威と教会襲撃とマリア出現、彼自
身に降りかかった病気とけががあり、また一方でハンスカ夫人との出会いがあり、
死と直面する緊迫した状況と愛の高揚の中で創作活動が行われていた。
母から贈られたメダイユ
　1832年のコレラ流行のさなかのことか、あるいは別の機会にか、時期は定かでな
いが、バルザックは母からメダイユを贈られている。1838年11月15日、ハンスカ夫
人への書簡において、「カトリックの魂を持つあなたを喜ばせるだろう」報告とし
て、「ある聖人に祝別してもらったメダイユを母が私の首にかけてくれた日から、
私のさまざまな問題のすべてが好転し」、「もう一つ別のお守りとともに敬虔に身に
つけています」と打ち明けている10。「ある聖人に祝別してもらったメダイユ」とい
うのは、司祭によって聖水と祈祷で聖化された、おそらくは不思議のメダイユのこ
とであろう。「もう一つ別のお守り」というのは、ハンスカ夫人の肖像と見られ、
６	 Lettre	à	Delphine	de	Girardin,	le	5	ou	6	avril	et	vers	le	16	avril	1832	;	lettre	à	François	
Durmont,	le	6	ou	7	avril	1832	;	lettre	au	docteur	Chapelain,	vers	le	14	avril	1832	;	lettre	
à	Edme	Ruhierre,	15	avril	1832.
７	 水野亮「『ルイ・ランベール』解説」、『バルザック全集』第21巻、東京創元社、p.	354．
８	『世界歴史大系フランス史２』p.	467．
９	 Lettres à Madame Hanska	（以下LH）,	t.	I,	Robert	Laffont,	1990,	p.	364,	1837/2/10	;	p.	513,	
1840/6/?.	Jules	Guérin,	Mémoire sur la cholérine, considérée comme période d’incubation 
du choléra-morbus,	Bureau	de	la	Gazette	médicale,	1837,	p.	10-11.
10	 LH,	t.	I,	p.	471,	1838/11/15.
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「こちらのお守りのほうが効果があると信じています」と伝えている。護符の力を
信じ、ハンスカ夫人から贈られた印章リングを指にはめて仕事をしていたバルザッ
クを思えばうなずけもするが11、カトリックのメダイユを身につけていたという事
実には驚かされる。バルザック自身、母の心を傷つけないためと言い訳をし、メダ
イユの効果を純粋に信じることへの抵抗と恥ずかしさのようなものを感じていたよ
うであり、これら二つのお守りのどちらがいっそう「この奇跡」に効果を発揮した
かわからないため、「私を（カトリックに）回心させるには至っていない」とも付
け加えている。
バルザックと「出現」
　バック通りで起きたマリア出現の出来事について、バルザックが直接的に語って
いる箇所は確認できていないが、パリにいてこのニュースにまったく無知でいるこ
とのほうが不可能であっただろう。奇跡のメダイユの普及は目覚ましいものであっ
たし、マリア出現の本も、1835年12月、第６版刊行の時点で、「英語、フラマン語、
イタリア語、ドイツ語、スペイン語、ギリシャ語、中国語で出された翻訳を別とし
て、10万部」12が信者たちの手に渡ったとされており、これだけ話題になっている本
であれば、バルザックも目を通していたのではないだろうか。
　天使の存在や霊との交流に特別な関心を抱いていたバルザックは、ボードレー
ル、アルベール・ベガン、クルティウスらが指摘してきたように、彼自身「幻視者
（visionnaire）」であった。幼年期から星と対話するような孤独な少年であったバル
ザックは、20歳頃、聖霊の声を聞いて『祈祷論』を書き、1830年代前半に神秘的作
品『ルイ・ランベール』（1832-1835）と『セラフィタ』（1833-1835）を生み出して
ゆく。自伝的小説『ルイ・ランベール』では、ルイの亡き曾祖母が曾祖父のもとを
訪れ助言を与える話、ルイの霊が睡眠中に肉体から分離し、ロシャンボーの城館ま
で空間移動する現象が語られる。スウェーデンボルグの『天界と地獄』を愛読し、
彼自身「見者（voyant）」であったルイは結婚後、霊肉の均衡を失ってカタレプシー
に陥り、幻視の中でついに天使を見、「天使は白い！」と口にする。『ルイ・ラン
11	 LH,	t.	I,	p.	105,	1833/12/1	;	p.	113,	1833/1	;	p.	334,	1836/8/22.
12	 «	Avis	sur	cette	sixième	édition	»,	décembre	1835.
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ベール』の続編ともいえる『セラフィタ』ではさらに、さまざまなレベルの「出現」
や「幻視」が繰り返し語られる。バルザックは、科学者スウェーデンボルグが晩年、
霊視によって見、天使や霊と交流した体験を、明晰な頭脳で書き残した膨大な記録
に驚嘆し、ベッケル牧師にこう言わせている。
　　私はこの人が最も驚くべきことを単純素朴に語っている恐るべき著作を読ん
で、冬の夜中、たびたび手足が震えました。こんなふうに書いているのです。
「私は天界と天使を見た。霊的人間は地上の人間が地上の人間を見るよりも、
はるかによく霊的人間を見るのである」と13。
そして物語の中でも、亡きスウェーデンボルグがセラフィッツ男爵に現れ、セラ
フィタの老僕ダヴィッドは黙示録的幻視に立ち会う14。ダヴィッドによれば、彼が
見たヴィジョンは夢や幻覚ではなく、まぎれもない現実であり、霊的世界に生きる
者にとっては、可視的世界の生のほうがむしろ夢と映るのである。第５章「別れ」
の冒頭で語り手は、「公衆の面前で行われた奇跡がどれほど壮大なものであろうと、
［…］この奇跡が与えた雷電は精神の大海に沈んでしまい、水面が束の間泡立った
だけで、たちまち普段の波動に戻ってしまう」ことを嘆いている。また、バラムの
ろば（民数記22章）やヤコブの梯子（創世記28章）やエマオの出来事（ルカ24章）
のように、数々の奇跡や出現が人類に繰り返し示されてきたにもかかわらず、「使
徒が黙示録を書いたというのに！」、翌日には何事もなかったかのように生き続け
る人類への焦燥をあらわにしている15。
　『ルイ・ランベール』、『セラフィタ』から６年後の『ユルシュール・ミルエ』（1841）
では、唯物論者ミノレ博士が動物磁気による霊視に立ち会い、霊の存在を信じるよ
うになる様子が描かれている。養女ユルシュールのけなげな祈りに打たれ回心す
るミノレは、死後、養女への遺産相続を実現させるため、自ら亡霊となってユル
13	 Séraphîta	（以下、Sér）,	t.	XI,	p.	773．バルザックの作品はすべてLa Comédie humaine,	12	
vol.,	Gallimard,	«	Bibliothèque	de	la	Pléiade	»,	1976-1981からの引用とする。
14	 Sér,	p.	785-786,	799-801.
15	 Sér,	p.	801,	804-805,	830-831.
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シュールの夢に現れる。回心直前のミノレは、シャプロン神父に「死んだ人が生き
ている人に会いに戻ってくるなどということがありうるか」と尋ね、神父は「イエ
スは死後、使徒たちに姿を現しましたよ。教会は主の出現を信じなければなりませ
ん。奇跡ということなら事欠きませんよ」と答えている16。こうしたバルザックで
あれば、使徒たちの時代以来繰り返し起きてきたマリア出現をありうることとして
受け止めていたように思われるし、同時代にパリで起こった出現の出来事は、バル
ザックが霊や天使の出現という現象にこれほどまでに夢中になった要因のひとつと
なったようにも見える。
２．信仰と回心
　マリア出現という視点でバルザックの作品を読み返してみると、1830年の歴史的
出来事と関連するように思える場面が少なからず存在することに気付かされる。ま
ず信仰と回心のテーマが現れる『教会』、『フランドルのキリスト』、『無神論者のミ
サ』、『ユルシュール・ミルエ』の４作品を考察する。
『教会』、『フランドルのキリスト』（1831）17
　1830年７月、バック通りでカトリーヌ・ラブレにマリアが現れた直後、七月革命
が起こり、大司教館、修道院、教会も襲撃、略奪の対象となり、十字架やキリスト
像、聖母像が民衆の手で破壊された18。バルザック自身はこのときパリにおらず、
直接目撃してはいないものの、こうした出来事に教会の終焉を見てとったバルザッ
クは、腐敗した教会が老娼婦の姿をとって現れる『ゼロ』（1830年10月）と、絶望
した語り手が教会に入り、現実と幻想の境目が朦朧となる中、建築全体が揺れ動き
16	 Ursule Mirouët	（以下、UM）,	t.	III,	p.	838.
17	『教会』加藤尚宏訳、『フランス幻想文学傑作選１』、白水社、1982；『フランドルのキリ
スト』加藤尚宏訳、『バルザック幻想・怪奇小説選集』第３巻、水声社、2007．Jésus-
Christ en Flandre,	t.	X,	texte	présenté,	établi	et	annoté	par	Madeleine	Ambrière	;	Anne-
Marie	Baron,	«	Jésus-Christ en Flandre,	ou	l’Évangile	selon	Honoré	»,	L’École des lettres 
second cycle,	n°	13,	juillet	2003,	p.	95-107.
18	 Roger	Limouzin-Lamothe,	«	Le	pillage	de	l’archevêché	de	Paris	en	juillet	1830	»,	Revue 
d’histoire de l’Église de France,	t.	44,	n°	141,	1958,	p.	73-86.
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乱舞する幻覚を見る『石の舞踏』（1830年12月）を発表する（これら２篇の短編小
説は翌年『教会』と題されひとつにまとめられる）。教会と信仰が危機にさらされ
ているのを目の当たりにし、バルザック自身、精神的に大きく揺らいでいたこの時
期を乗り越え、まもなく「信じること」をテーマにした物語『フランドルのキリス
ト』（1831）を発表する。「救い主の出現」と湖上を歩くイエス（マタイ14章、マル
コ６章、ヨハネ６章）のモチーフを取り入れたこの短編小説は、「フランドル地方
の素朴な伝承」をもとにしたとされており、1845年、『人間喜劇』に収められた際、
フランドル出身の詩人マルスリーヌ・デボルド＝ヴァルモールに捧げられている。
信仰をもつ貧しい人々が救われるこの短い物語の中で、マリアの名が何度か登場人
物の口にのぼる。
　15世紀頃のフランドル、カザン島からオスタンドに渡る船のこの日最後の便が出
ようとしていた。満員の船が出航しようとしたそのとき、音もなく突然「一人の男
が現れる」。金持ちの乗客たちは自分たちだけで船尾の席を陣取っていたため、貧
しい人々が船首の席を譲り合い場所を作ってやる。舳先には極貧の老女が横たわっ
ていたが、彼女は知り合いの老船乗りから「神への愛のために」船に乗せてもらい、
「どうもありがとう、トマ。今晩、お祈りのとき、お前さんのためにパテルを２回、
アヴェ・マリアを２回唱えますよ」とお礼を言っている。船が出るや、西のほうか
ら天気が崩れはじめるが、幼子を抱えた若い母親は、不思議な男の隣で、教会の古
い聖歌を歌いながら子供を揺すり、寝かしつけようとしていた。船はやがて嵐に襲
われ、乗客はみな恐怖の叫びをあげる。町人の男は金貨の入った袋の上にひざまず
いて叫ぶ。「アントワープにましますよき救いの聖おとめよ、もしここから救い出
してくださるなら、ろうそく1000リーヴルと彫像一体をお約束します。」それを聞
いた学者が「おとめなんて、ここにもアントワープにもいやしませんよ」と答える
と、海のほうから「おとめは天にまします」という声が響いてくる。年老いた物
乞いの女は若い頃の罪深い人生を悔い、「神の母なる聖おとめさま、私を憐れんで
ください！」と祈る。見知らぬ男は振り返り、「信仰を持ちなさい。そうすればあ
なたは救われます」と言う。老女は「神さまがあなたさまに報いてくださいますよ
うに。あなたさまのおっしゃることが本当なら、あなたさまと私のため、ロレット
のノートルダムまではだしで巡礼にでかけます」と答える。海と格闘する船長の腕
前に導かれ、オスタンドまであと50歩というところまでたどりついたとき、嵐が吹
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き荒れ、船は岸から押し戻され転覆する。「光輝く顔の不思議な男」が「信仰を持
つ者は救われる。私についてきなさい！」と言い、波の上をしっかりした足取りで
歩いていく。議論や分析などしたことがなく、単純素朴で固い信仰をもっていたこ
れら貧しい人々は、男のあとに続き荒れ狂う海の上を歩いていく。貴族、司教、学
者、金持ちたちは現世への執着と不信仰のため大海に呑まれていった。貧しき信者
たちが浜辺にたどりつくと、「救い主」は姿を消す。この場所にイエス・キリスト
の足跡が残るとされ、御慈悲修道院が建てられた19。
　『フランドルのキリスト』は当初独立した作品であったが、1845年のエディショ
ンで『教会』と連結され、中世と19世紀が対をなす二連祭壇画（diptyque）20のよう
な構造になっている。『教会』では、1830年の七月革命後まもなく、生きることに
疲れ、絶望に陥っていた「私」が、無意識に修道院の教会へと入っていく。そこに
墓場から出てきたらしい醜悪な老婆が姿を現し、「苦しまなくてはならぬ、苦しま
なくてはならぬ」、「私を守ってくだされ、私を守ってくだされ！」と「私」に訴え
る。この老婆が腐敗にまみれた教会の化身であると見てとった「私」は女を激しく
責める。すると老婆はぼろ着を脱ぎ捨て、光り輝く純白の娘に変容し、「見よ、そ
して信じよ！」と叫ぶ。が、女は再び醜い老婆に戻り「信じる者はもういない…！」
とつぶやく。この幻想的光景を目にした「私」は、扉を閉める聖水係の男に声を
かけられて「夢」から覚める。そして、「信じること！それは生きることだ！私は
ひとつの王政の葬列が過ぎ去るのを見たところだ。〈教会〉を守らなければならな
い！」とつぶやき、幕が閉じる。
　老婆の「見よ、そして信じよ！」と「信じる者はもういない…！」という２つの
セリフと、「私」が最後に口にする「信じること！それは生きることだ！［…］〈教会〉
を守らなければならない！」というセリフは、1830年から1836年のエディションに
はなく、1845年に加筆されたものである。1836年までは、「私を守ってくだされ！」
という老婆の呼びかけに応じることなく、「私」は教会の外に出、「河岸を歩きなが
ら、まだ足の下で教会が踊っているのを感じるように思えた」という不安定な文章
19	 Jésus-Christ en Flandre （以下、JCF）,	t.	X,	p.	311-321
20	 JCF,	introduction	par	Madeleine	Ambrière,	p.	308	;	Anne-Marie	Baron,	«	Jésus-Christ en 
Flandre,	ou	l’Évangile	selon	Honoré	»,	p.	95.
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で締めくくられている。バルザックは1845年になって、「信じること」をテーマと
した『フランドルのキリスト』と連結させるため、『教会』にも同じメッセージを
組み込んだのであり、さらには執筆の日付も「パリ、1831年２月」と反教権主義的
暴動が起こった年月に書き換え、象徴的意味をもたせている21。1830年、教会権力
が崩れ落ちた様を『ゼロ』と『石の舞踏』によって表現し、自らも精神的動揺の中
にあったバルザックは、15年後には「信じること」に加え、「教会を守ること」と
いう結末にたどりついたのである。
『無神論者のミサ』（1836年１月）22
　『フランドルのキリスト』から５年ののち、バルザックは再び貧しく素朴な男の
信仰を描く。主人公の天才外科医デプランは徹底した唯物論者、無神論者で知られ
る人物であるが、ある日、弟子のビアンションは、デプランが教会に入りミサを聞
いているのを目撃する。デプランがサン・シュルピス教会に忍び込むのをビアン
ションが最初に目撃するのは、1821年のある朝９時頃のことである。無神論者であ
るはずの師が教会に入ったことに驚き、あとをつけ中に入ると、サン・シュルピス
教会の後陣にあるおとめマリアの小聖堂でうやうやしくひざまずくデプランの姿が
目に入る。ミサが終わると、デプランはミサの費用と貧しい人々のために献金を
し、しかもそれを手術を行うときのようなまじめさで行っていたのだった。大きな
驚きに駆られたビアンションは、「おとめの出産に関する問題を明らかにするため
にやってきたわけではないことはたしかだ」とつぶやく23。デプランから話を聞き
出せなかった彼は、１年後の同じ日、同じ時間におとめの小聖堂へやってきて、予
想どおりデプランを見出す。ミサが終わり、聖具室係の男に尋ねると、「20年この
かた私はここにおりますが、その頃からデプランさんは年に４度、ミサを聞きにお
いでになります。あの方がこのミサを創設したのです」との答えが返ってくる。ビ
21	 JCF,	introduction	et	notes	par	Madeleine	Ambrière,	p.	307-310,	1372-1373.
22	『無神論者の弥撒』秋田滋訳、『バルザック全集』第７巻、河出書房、1942．佐野栄一「『無
神論者のミサ』について	バルザックの宗教と政治思想」、『青山フランス文学論集』復刊
第２号、1994、p.	19-46．
23	 La Messe de l’athée （以下、MdA）,	t.	III,	p.	391.
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アンションは外に出ながら、「あの人が創設したミサ！これは無原罪の御宿りの神
秘、それだけで一人の医者を不信心にしてしまうようなあの問題にも値するぞ」と
つぶやく。ビアンションが口にする「おとめの出産に関する問題」、「無原罪の御宿
りの神秘」という言葉は、1830年、カトリーヌ・ラブレに現れた「無原罪のマリア」
の反響であろう。ビアンションが「聖母の出産に関する問題」と「無原罪の御宿り」
を反射的に口にするのは1821年と1822年の場面であり、マリア出現により「無原罪
の御宿り」がしきりに話題となる以前のことであるが、この作品の重要場面が1831
年に設定されていることから、1836年に執筆したバルザックの中で同じ時代の感覚
としてとらえられたのかもしれない。３度目の目撃は７年の歳月が経った1831年３
月、七月革命後のことである。
　　７年が経ち、1830年の革命後、民衆が大司教館に襲いかかり、共和派の影響に
より、民衆が金色の十字架を破壊し、［…］不信仰が暴動と並んで通りにのさ
ばっていた頃だった24。
1831年２月14日から15日にかけて、パリでは反教権主義的暴動が荒れ狂い、パリ大
司教館などが襲撃された25。この暴動はまさに、カトリーヌ・ラブレがマリアから
告げ知らされていた出来事であった。1830年７月18日、マリアはカトリーヌに現
れ、パリの聖職者が何人も犠牲になり、十字架が軽蔑され、血が流れ、パリの通り
が血にまみれることを予告していたのである26。この暴動の直後という設定で、デ
プランは教会に入ってゆき、ビアンションはデプランのあとを追い、そばに座り、
２人でミサを聞くのである。そしてとうとう、「神を信じていないあなたが、ミサ
に行く」、そのわけを説明してくれるよう頼み、わが身に死が近づいていることを
知るデプランは、若き日の思い出をありのままに打ち明ける。医学生時代、困窮し
ていたデプランには、彼を支えた貧しい男がいた。それはオーヴェルニュ地方出身
の、飲料水を運ぶ水売りというつらい仕事をなりわいとする男であり、「炭焼きの」
24	 MdA,	p.	393.
25	『世界歴史大系フランス史２』p.	466.
26	 高橋たか子『巡礼地に立つ』p.	28-29.
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と形容される素朴な信仰をもち、おとめマリアを深く愛する男であった。
　　この男は炭焼きの信仰をもっていた。自分の妻を愛するように聖おとめを愛し
ていた。熱烈なカトリックだったが、私の不信仰については一度も一言も口を
出したことがなかった。彼は危篤に陥ると、教会の助けを得るためには何も惜
しまないよう私に頼んだ。私は毎日、彼のためにミサをあげてもらった27。
朝から晩まで身を粉にして働き、徹夜するデプランにコーヒーを飲ませるため、自
分はニンニクをすりつけたパンしか食べず、そんなブルジャはとうとう病に倒れ
る。デプランは彼の枕元で幾晩も過ごし、このときは救い出すことができたもの
の、２年後に再び倒れたときには、デプランの懸命の治療もむなしかった。「第二
の父」であるブルジャに生きていてほしい、その苦労が実を結び、デプランに託し
た夢が実現されるのを見るまで生きていてほしいという悲願も叶わず、ブルジャは
終油の秘蹟を受け、デプランの腕の中で息を引き取る。ブルジャには家族も友人も
妻も子もなく、葬列に従ったのはデプラン一人であった。「聖人そのもののような」
人生を送ってきたにもかかわらず、夜になるとブルジャは自分が十分に清らかに生
きてきたかどうかと不安に陥り、死者のために捧げられるミサについて遠慮がちに
話していたのだった。デプランは医者として働き始め、十分な収入を得るや、ブル
ジャへの恩返しとしてサン・シュルピス教会に寄進をし、年に４度、季節はじめの
ミサを創設する。このミサが行われる日、デプランは教会にやってきて、ブルジャ
が望んでいた祈りを唱え、善良なブルジャを天国に入れてあげてください、もしブ
ルジャが天国に入るための試練を必要としているなら、その試練を私にお与えくだ
さいと神に祈るのだった。名外科医デプランは、素朴で堅固な信仰を持ち、聖マリ
アを熱烈に愛していた貧しく善良なブルジャをとおして、そしてそんなブルジャの
ために、自らの徹底した無神論を保留にし、信仰の領域に身を置いたのである。
　冒頭で、「この男は臨終の告解をせずに死んだと言われている」28とされていたデ
プランであるが、1831年、３度目に目撃され、ビアンションに真相を打ち明けたあ
27	 MdA,	p.	400.
28	 MdA,	p.	387,	400.
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とまもなく、この愛弟子に看取られて亡くなっている。デプランは、ビアンション
への打ち明け話の最後に、「ブルジャの信仰が私の脳髄の中に入ってきてくれるな
ら全財産を投げ出すだろう」と語っており、師の最期を見届けたビアンションは、
「この高名な外科医が無神論のまま死んだとは断言しきれない」と思う。語り手も
また、「信仰ある者なら、あの謙虚なオーヴェルニュの男がデプランのもとにやっ
てきて、天国の扉を開いてやったと思いたいのではなかろうか」と付け加えてい
る。デプランの心にはブルジャが注いだ無償の愛によって灯された炎が燃え続けて
おり、1804年頃から27年もの間、年に４度、自己を捨て、ブルジャのために祈り続
けてきた。ブルジャの「炭焼きの信仰」とおとめマリアへの愛に対し、デプランは
牢固たる無神論の心を少しだけ開き、ブルジャの信仰の中心にあった聖マリアがデ
プランの心にも浸み込んでいったように見える。名外科医デプランの物語は、無神
論者の回心を数多く引き起こした不思議のメダイユの一事例のようである。
　『無神論者のミサ』から５年後、バルザックは『ユルシュール・ミルエ』29（1841）
で再び無神論者の回心の物語を描いている。ここでは少女ユルシュールが養父のた
めに祈る純真でひたむきな思いが唯物論者ミノレ博士の心を溶かし、ミノレは恩寵
の光に打たれ「聖パウロのように回心」する。「老人はまるでだれかに呼ばれたか
のように立ち上がり、夜明けの光を見ているかのように空間を眺め」、「跪き、両手
を合わせ、目を伏せた」。そして顔を上げ、感動した声で「神よ！もしだれか私の
ために恩寵を手に入れ、私をあなたのほうへと導くことができるとしたら、それは
この汚れなき被造物（cette	créature	sans	tache）ではないでしょうか？」と言い、
また、ユルシュールに向かっては、これからお前は「私の代母」だよと言うのだっ
た30。デプランにおいては恩人のため長年義務的に行ってきた祈りとマリアへの信
心がやがて彼自身の中に密やかに浸透していく物語であったが、ミノレにおいては
汚れなき少女ユルシュールが、いわば神と無神論者との間をつなぐとりなし手と
なって電撃的な恩寵が与えられ、信仰へと導かれる物語となっている。
29	『ユルシュール・ミルエ』加藤尚宏訳、『バルザック幻想・怪奇小説選集』第４巻、水声社、
2007.
30	 UM,	p.	840.
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３．第二のエヴァ、浄化の道
　信仰と回心というテーマとともに、バルザックが繰り返し描くのが、第二のエ
ヴァとしてのマリア、そして、マリアと同性の女性が地上で歩む浄化の道という
テーマである。『創世記』のエヴァと『黙示録』の女を関係づける解釈は古代教会
から見られ、おとめマリアは第二のエヴァとして、人類の罪を浄化した存在とされ
てきた31。『あら皮』と『ウジェニー・グランデ』には、こうした神学思想の反映が
見られる。
　『あら皮』（1831）では、自殺を考えながらヴォルテール河岸をぶらついていた
青年ラファエルが骨董屋に入り、マリア像に一瞬目を止める場面がある。それは、
「天使たちにかこまれ、金色の雲に浮かんだおとめマリアが不幸な者たちの嘆きを
聞き」、「この再生したエヴ（cette	Ève	régénérée）」が、彼らにやさしくほほえみ
かけている絵である。バルザックは当初、「この再生したエヴ」の箇所を「この至
高の慰め主」としていた32。これは「聖母の連祷」の中の「打ちひしがれし者たち
の慰め主」という呼びかけから取られた表現である。それを「再生したエヴ」と書
き換えるのは1838年のことで、エヴァとマリアのつながりについての議論が取りあ
げられていたことと、それと連動したバルザック自身の関心に基づく修正であるよ
うに思われる。
　1833年に発表された『ウジェニー・グランデ』は、「マリア」という実在の女性
に捧げられ33、その献辞と呼応して、エピローグではエヴァとマリアのつながりが
示されている。バルザックは「独房に生きる修道士」たる自分は、「この世の薔薇
（Rosa mundi）」（「聖母の連祷」の「神秘の薔薇（Rosa mystica）」から取られた表現）
の、「全女性の美しき象徴たるマリア」の、「修道士の妻」であり、「第二のエヴァ
（la	seconde	Eva）」たるマリアのつつましき崇拝者なのだと述べ、女性の優越性を
31	 L.	Kösters「マリア」、『カトリック大辞典』；P.	Nemeshegyi「マリア」、『新カトリック大
事典』。
32	 La Peau de chagrin,	1831,	t.	X,	p.	71.
33	 Eugénie Grandet （以下、EG）,	notes	par	Nicole	Mozet,	t.	III,	p.	1647-1648	;	Correspondance,	t.	I,	
Gallimard,	«	Bibl.	de	la	Pléiade	»,	2006,	p.	875	（à	Laure	Surville,	12/10/1833）	et	note,	p.	1418-
1419.
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次のように説明する。
　　女性は全被造物の中でもっとも完璧な存在であると著者は考えています。天地
万物をこしらえた手から最後に生まれた女性は、ほかの何にもまして純粋に神
の思想を表現しているにちがいありません。それゆえ女性は、男性のように、
神の指の中で柔らかい粘土となった原始的花崗岩から取られたのではなく、男
性の脇腹から取られたのです。柔らかくしなやかな物質である女性は、人間と
天使との間の過渡的創造物なのです34。
このようにバルザックは、アダムの肋骨から作られたエヴァが、その誕生のときか
らすでに男性よりも天使に近く、女性はエヴァにはじまる人類の罪を完徳と純潔に
よってあがなったマリアの性質を備えた、全被造物の中でもっとも霊的な存在であ
ると考えていた。同時期に書かれた『ルイ・ランベール』にも、ルイがポーリーヌ
に宛てた手紙に「君は女性天使なのだ。［…］そうだ、君はぼくが生きているのよ
りも上位の圏に住んでいる被造物なのだ」とあり、『セラフィタ』にも、スウェー
デンボルグの『結婚愛』から「主は男性の生命から美と優雅さを取って女性に移し
た」という言葉が引用されており35、このイメージがバルザックの中に浸透してい
たことがうかがえる。
浄化の物語
　バルザックは女性を「人間と天使との間の過渡的創造物」と見ており、バルザッ
クのもっとも大きな関心は女性の魂の軌跡を描くことであったように思われる。
『谷間の百合』（1835-1836）と『村の司祭』（1837-1839）では、ヒロインがおとめ
マリアと重ね合わされ、浄化の道を歩んでいく。また、『谷間の百合』と同時期に
書かれた『セラフィタ』では、最高位の天使「セラフィム」から名をとられた主人
公が、熾天使だけでなく、キリスト、そしてマリアに重ね合わされて完成に向か
い、昇天する。以下、女性の霊的浄化が描かれる『谷間の百合』、『セラフィタ』、
34	 EG,	p.	1201-1202.
35	 Louis Lambert,	t.	XI,	p.	670	;	Sér,	p.	782.
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『村の司祭』を考察する。
『谷間の百合』（1835）36
　『谷間の百合』では、トゥーレーヌの自然の中に白い点として現れるモルソフ夫
人が、白い百合を象徴とするマリアに重ねられている。トゥールの舞踏会で一目見
た女性が頭から離れず、無気力に陥ったフェリックスは、友人シェセルが住むフラ
ペルの田園で静養することになる。フラペルへの道をトゥールから歩いてきたフェ
リックスは、アンドル川沿いの美しい風景に打たれ、「女性の花であるあの人がこ
の世のどこかに住んでいるとしたら、まさにここだ！」と思い、くるみの木の下に
腰を下ろす。そこから丘のほうを眺めると、真昼の太陽に照らされた女性の姿が目
に入る。
　　ペルカル織りのドレスが白い点（le	point	blanc）となり、ぶどう畑のあんず
の木の下に見えたのです。彼女は［…］馥郁たる美徳でこの地を満たし、天に
向かって成長する、この谷間の百合でした。［…］なぜとも知らず、私の目は
その白い点に帰っていきました。人に触れられるとしおれてしまう釣鐘形の昼
顔が緑の茂みの中で鮮やかに咲いているように、この広大な庭園に輝く女性へ
と私の目は帰っていきました37。
この最初の印象はフェリックスの胸に保たれ、のちに長い不在のあと再会したモル
ソフ夫人に、「アンリエット、神にもまして崇拝する偶像、私の人生の花である百
合」38と呼びかけている。谷間に浮かぶ白い点、谷間の百合として目にしたモルソフ
夫人との交流が始まり、苦しい幼少期の話を打ち明けたフェリックスは、モルソフ
夫人も同じように苦しみを味わってきたことを知り、自分を旧約聖書のヨブに、モ
ルソフ夫人をおとめマリアにたとえる。
36	『谷間の百合』石井晴一訳、新潮文庫、1973；『谷間のゆり』宮崎嶺雄訳、岩波文庫、改
版1994．
37	 Le Lys dans la vallée （以下、Lys）,	t.	IX,	p.	987-988.
38	 Lys,	p.	1112.
256
バルザックにおける聖母マリアの出現
39	 Lys,	p.	1029.
40	 Lys,	p.	1112.	Loïc	Artiaga,	«	Les	censures	romaines	de	Balzac	»,	Romantisme,	2005,	n°	
127,	p.	36.
41	「バルザックにおける終油の秘蹟」、2015、p.	52-54．
42	 Lys,	p.	1207.
　　彼女の話を聞いていると、私が粗野な和音をかき鳴らしたヨブの竪琴が、今や
キリスト教徒の指で奏でられ、私の調べに応えて、十字架の下でおとめの連祷
を歌っているように思えるのでした39。
やがてパリに赴きルイ18世の特別秘書となったフェリックスが、休暇を与えられク
ロシュグルドに戻ると、モルソフ夫人は、二人の愛を清らかなものに保つため約束
を交わさせる。
　　「私を清らかに愛してくださいますか？」―「清らかに愛します。」―「ずっ
といつまでも？」―「ずっといつまでも。」―「白い冠をいただき、ヴェー
ルに身を包んでいなければならないおとめマリアのように？」―「目に見え
るおとめマリアのように（Comme	une	vierge	Marie	visible）。」40
永遠に汚れなきおとめのように愛されることを望むモルソフ夫人に対し、フェリッ
クスは以前、緑の中に白い点として現れ、谷間の百合として崇めてきたモルソフ夫
人を、目の前に現われた生きたマリアとして愛するのである。一方、自らの愛を抑
制し、嫉妬に身を焼かれ、憔悴しながら天への道を歩んだモルソフ夫人は、その苦
しみを慰める天使たちに見守られ、村人たちの祈りの中で最期を迎える。モルソフ
夫人がこの世の生を終えようとするそのとき、「村の鐘楼で鳴るお告げの鐘」が鳴
り、村人たちがお告げの祈り（アンジェルス）を唱えはじめる41。
　　柔らかな風にのって、波のように伝わるその鐘の響きは、同性の罪をあがなっ
た女性に天使がかけた言葉を、今このとき、キリスト教徒全員が復唱している
ことを私たちに告げ知らせていました。この夕べ、アヴェ・マリアの祈りは天
国から送られてきた祝詞のように思われました42。
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鐘の音と、村人の祈りと、美しい谷間の自然のざわめきがひとつになり、「野にあ
るものすべてが、この谷間のもっとも美しい百合に別れを告げ」る。霊肉の闘いを
闘い抜き、貞潔の徳を守り抜いたモルソフ夫人の死は、マリアに受胎を告知する大
天使ガブリエルの言葉、「めでたし、聖寵みちみてるマリア」にはじまるアヴェ・
マリアと、「主の御
み つ か
使いの告げありければ、マリアは聖霊によりて懐胎したまえり」
にはじまるお告げの祈りによって祝福される43。モルソフ夫人は、目に見えるおと
めとして地上の罪と闘い、浄化の道を歩み、汚れなき生を全うする。
『セラフィタ』（1833-1835）
　『谷間の百合』と同時期に書かれた『セラフィタ』は、主人公のセラフィタ＝セ
ラフィトゥスが「ノルウェーの百合（ce	lys	de	 la	Norvège）」44とも呼ばれており、
『谷間の百合』とのつながりを意識して書かれた作品である。バルザックは『谷間
の百合』で「地上的完成」を、『セラフィタ』では「天上的完成」を描き、『谷間の
百合』を「風俗研究」の最後に、『セラフィタ』を「哲学研究」の最後に配置する
ことで、『人間喜劇』の地上的舞台と天上的舞台を有機的に結びつけている45。
　そもそも『セラフィタ』は、聖母子とそれを崇める天使の彫像からインスピ
レーションを受けて誕生した作品であった46。この彫像の作者テオフィル・ブラ
（Théophile	Bra,	1797-1863）は、ラファエロの〈システィーナの聖母〉47から着想を
得、聖母子像とその両側に礼拝する二体の天使像を作り上げた48。彼は「新たな教
会の聖母」、「黙示録的聖母」を作ることを企図し、「頭上に一つの星を頂き、一つ
の都を担った」聖母が「天から新たな世界へと降り立ち、旧世界は悪霊とともに背
43	『公教会祈祷文』p.	２，	10-11．
44	 Sér,	p.	797.
45	 LH,	t.	I,	p.	235,	1835/3/11.
46	 Histoire	du	texte	par	Henri	Gauthier,	p.	1603	;	Correspondance,	t.	II,	Gallimard,	2011,	p.	
33	（à	Louise,	20?/3/1836）．「バルザック『セラフィタ』におけるテオフィル・ブラの彫
像『礼拝する天使』の反映」、2006	;	Séraphîta et la Bible,	2012,	p.	103-108,	363-366.
47	 Raphaël,	La Madone de saint Sixte,	ca	1513-1514,	Gemäldegalerie	Alte	Meister,	Dresde.
48	 ブラの聖母子像はリールの聖カトリーヌ教会に納められ，一体の天使像のみがドゥーエ
美術館Musée	de	la	Chartreuse	de	Douaiに保存されている。
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後に追いやられる」光景を表現しようとしたのである。彼はまた、「ラファエロが
輝く雲の中に見せたものを、地上に降り立つ姿で示そうと努めた」と記している49。
　こうした黙示録的イメージ、地上に降り立ち万物を一新する聖母という構想を、
バルザックはブラから聞いていただろう。ブラの聖母子像のモデルとなったラファ
エロの聖母を、バルザックもまた晩年まで深く愛した。1843年、ペテルブルクでハ
ンスカ夫人と再会した帰り、ドレスデンでオリジナルを前に圧倒され、長いこと立
ちつくして眺めただけでなく、最晩年、ハンスカ夫人をパリに迎えるため準備した
住居の階段の壁にこの絵の複製画を飾っていた50。ラファエロの聖母をもとにしつ
つ、新たな時代の新たな聖母を提示しようとしたブラの作品は、バルザックに強烈
なインスピレーションを与え、バルザックは「雷鳴のように激しく鳴り響く構想」
に鞭打たれて、熱に浮かされながら『セラフィタ』を執筆したのである。
　主人公のセラフィタ＝セラフィトゥスは、19世紀最初の年の５月、ノルウェーを
舞台としたこの物語で、雪に覆われたファルベール山の頂上に向かって「矢」のよ
うに登っていく姿で登場する。大理石の彫像のように白く、男性の荘厳さと女性の
優美さをあわせもつこの人物は、「天に問いかけると同時に、たえず地上を憐れん
でいる」、そんな表情をしており、ラファエロの描く天上的な美しさも色あせて見
えるほどとされている。彼女は人間たちに理解されないことを悲しみ、地上に降り
てきたことを悔やみ両手で顔を覆い、「あなた方の地球に足を踏み入れたのは間違
いでした」と漏らす場面もある。雪に閉ざされた自然の中で育ったセラフィタは、
雪のように清らかな乙女であり、初期キリスト教の隠修士のような神秘的黙想の
日々を過ごしてきた彼女には罪らしい罪もない。しかし、生まれたときからすでに
祝福された高次の存在である彼女もまた、モルソフ夫人と同じように、浄化の道を
歩んでいる。死のときが近づき、数日間誰にも会わずに過ごしたセラフィタは「内
的な火によって焼き尽くされた」跡を見せる。「その声は深みを増し、顔色はブロ
ンド色に染まりはじめ」、それまではダイヤモンドのような白さであった肌が、「ト
49	 André	Bigotte,	«	La	Sculpture	Bra	：	éléments	d’approche	»，	Les Amis de Douai,	avril-
mai-juin	1983,	p.	24.
50	 LH,	1843/10/19,	t.	I,	p.	720	note	par	Roger	Pierrot.	LH,	1848/5/1,	t.	I,	p.	820	;	LH,	t.	II,	
illustrations,	p.	12.
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パーズ色の輝き」に変容しており、霊的な浄化の試練を越えてきたことが暗示され
ている51。
　セラフィタはその名が示すとおり、神のもっとも近くに座し、神へのもっとも熾
烈な愛に燃える熾天使の萌芽として地上に降り立ち、熾天使に変容する存在であ
る。と同時に、サタンの誘惑を受け、罪を贖う羊にもたとえられ、救い主キリスト
の機能をも担っている。そんなセラフィタは最終章で天に昇るが、章タイトルには
キリストの「昇天（Ascension）」ではなくマリアの「被昇天（Assomption）」の語
が選ばれている。地上の生を終え、肉体を脱ぎ捨てたセラフィタは「真の姿を現
し」、その魂は「白い鳩のように」頭上へと浮かび上がり、ほめたたえる天使たち
に崇められながら天に昇る。「被昇天」の場面で聖母と合流したセラフィタは、物
語を振り返ってみればマリアのメッセージを伝えるかのような役割を担っていた。
それは、懐疑の闇から脱し、信仰へ向かうこと、神を何よりも愛すること、そして
祈ることである。人々の魂に「信仰の光を投げかけるため」、人々を「祈りという
美しい領域にお連れするため」にやってきたセラフィタは、任務を終え、「炎の点
（un	point	de	flamme）」となって聖域の中に姿を消すのである52。
『村の司祭』（1839-1841）53
　『村の司祭』のヴェロニック・グラランは、モルソフ夫人と同じようにおとめマ
リアにもたとえられ、浄化の道を歩むヒロインである。ただ、ヴェロニックの場合
は重い罪を犯し、一生をかけて償う物語である。1839年、「プレス」紙に連載され
たこの作品はリモージュを舞台とし、革命後の教会破壊の爪痕と、そこから人々の
信仰生活が息を吹き返していく情景が描かれている。ヴェロニックの生家の柱には
壁龕が設けられ、その中に聖母像が納められていたが、革命で破壊されてしまって
いた。それが1799年の復活祭にはその手足の欠けた聖おとめ像が再び据えられ、ツ
ゲの枝が飾られている54。ヴェロニックは、オーヴェルニュ出身でリモージュに屑
鉄商の店をかまえるソーヴィア夫妻の一人娘として生まれ、つましく勤勉な夫婦の
51	 Sér,	p.	736,	738,	742,	751,	787,	832,	857.
52	 Sér,	p.	827.
53	『村の司祭』加藤尚宏訳、『バルザック全集』第21巻、東京創元社、1975．
54	 Le Curé de village （以下、CdV）,	t.	IX,	p.	642,	647.
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唯一の喜びとなって大切に育てられる。９歳になるとそのかわいらしさは近所の
人々を驚かせ、「幼きおとめ（la	petite	Vierge）」とあだなされるようになる。その
姿は、ティツィアーノが〈マリアの神殿奉献〉で描いた「崇高な幼きおとめ」に比
せられている55。そんなヴェロニックは11歳のとき天然痘にかかり、両親と家庭教
師である修道女の懸命の看護のおかげで一命はとりとめ、病気の被害を受けなかっ
た目と歯だけは美しいまま残ったものの、顔中に無数の小さな穴が開き、皮膚の分
厚い、褐色の肌に変わってしまう。しかし、以前の美しさが失われてしまったこと
で、両親にとってはいっそういとおしい存在となった。病気から快復したのちも、
ヴェロニックは敬虔で善良な娘に育ち、「清らかで慎み深いヴェロニックの告解は、
天使を驚かせ、聖おとめを喜ばせる」56ようなものであった。そんなヴェロニックが
16歳になった頃、彼女の外観に不思議な現象が見られるようになる。
　　聖体拝領に赴くとき彼女が身を委ねる宗教的高揚感は、ヴェロニックのような
純真な少女にあっては強い感動のうちに数えられるべきものであるが、そうし
たある激しい感情が彼女の中に湧き起こると、内的な光がその光線によって天
然痘の痕を消し去ってしまうかのように見えた。幼年期の澄んだ輝くばかりの
顔が、もとの美しさの中に再び現れるのだった。病気のため顔中にでこぼこし
た層が広がり、薄いヴェールがかけられてはいたが、その顔は太陽が差し込む
海底の花のように神秘的に輝いていた。ヴェロニックは少しの間変容するの
だった。幼きおとめが天上的な出現のように現れては消えるのだった。大きな
収縮性をもつ彼女の瞳孔はそのとき花開くかのように見え、青色の虹彩は追い
やられ、ほんのかすかな円を描くだけになった57。
天然痘の痕に覆われたヴェロニックの中に「幼きおとめ」が眠っており、宗教的な
深い感動が起こると、「天上的な出現のように」表情に現れ、また消えてゆく。し
55	 Titien,	La Présentation de Marie au Temple,	1534-1538,	Gallerie	dell’ Accademia,	Venise.	
CdV,	p.	648.
56	 CdV,	p.	651.
57	 CdV,	p.	651-652.
	 261
かし、陽光に照らされた海底の花のように神秘的な輝きを放つというその顔の中
で、天使のような紺碧の目は褐色に変わり、鷲のような鋭さを帯び、こうした変化
を目撃した司祭たち、そして信徒たちを驚かせるのだった。朝の光の中で空色の目
から褐色の目に変わるこの変化は、清らかさの中に秘められた激しさ、抑圧された
情熱の嵐、魂の深淵から湧き出る力を暗示しており、不幸な結婚をしたあとのヴェ
ロニックが犯す罪を予告するものとなっている。彼女が愛した青年タシュロンは絞
首刑となり、ヴェロニックは自らの罪を隠したまま生きることとなり、人知れぬ厳
しい苦行を自らに課していく。出産したのちの彼女は29歳で白髪をごっそり抜いて
もらわねばならず、か細い髪がわずかに残るばかりだった。しかし、内面の苦しみ
を生き、苦行の日々を送ってきたヴェロニックはまた新たな変容を遂げていく。
　　ヴェロニックはそのとき人生の第三期に達しており、もっとも高い徳の実践に
よって成長すべき時期に来ていた。そしてこの段階で、彼女はまったく別の女
性になったのである。11歳のとき、天然痘で穴のあいた覆いの下に埋もれてし
まったラファエロのマドンナに次いで、美しく、高貴で、情熱的な女性が現れ
ていた。内心の不幸に打ちのめされたこの女性から、一人の聖女が生まれつつ
あった。顔色はそのとき黄色味を帯びていたが、それは苦行で名高い女子大修
道院長たちの峻厳な顔つきを彩るあの色合いに似ていた。柔らかなこめかみは
金色を帯びていた。［…］涙が天然痘の痕を消し去り、皮膚をすりへらしてい
た58。
ティツィアーノの幼きおとめにたとえられていたヴェロニックは、ここでさらにラ
ファエロの聖母と重ねられているが、その天上の優しさに満ちた聖母の段階を終
え、高度な徳の実践と苦行によって地上における浄化の最後の段階に入る。魂の病
に侵され、絶望に陥っていたヴェロニックは、ボネ神父が司牧する小教区モンテ
ニャック村で計画する灌漑事業に乗り出すこととなり、この貧困な土地を緑で潤す
という目標を得て、生きる気力を取り戻す。リモージュを去り、モンテニャックに
58	 CdV,	p.	744-745.
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落ち着いた翌朝は日曜日で、ヴェロニックは教会に出かけ、おとめマリアの小聖堂
に準備してあった自分の席についてミサを聞く。そして、この教会もまた貧しく、
装飾も施されていないのを見て、教会維持費と祭壇の装飾に必要な額を毎年献金す
ることに決める。ここでもまた、『無神論者のミサ』におけるサン・シュルピス教
会でのデプラン医師のように、ヴェロニックがミサを聞くのは教会の中のマリアに
捧げられた礼拝堂であり、彼女もまた献金によって教会維持のための寄進者となっ
ている。その後、モンテニャックの灌漑事業を成し遂げ、村の福祉に尽くし、1844
年５月、42歳で死を迎えたヴェロニックは、人々の前で罪を告白する公開告白を切
望する。彼女にとって、人生の過ちを償うためには、聴罪司祭への秘密の告解だけ
では足りず、自分の罪を人々に知ってもらい、これまで行ってきた慈善事業は自分
が引き起こした罪の負債なのだということを知ってもらう必要があったのである。
古代以来、教会の掟にも定められなくなったこの厳しい告白を、大司教とボネ神父
からようやく認めてもらい、タシュロンの死をめぐって隠しとおしてきた真相を
人々の前で打ち明け、地上での贖罪を終えたヴェロニックはようやく心穏やかに息
を引き取る。埋葬の帰り、人々がみな目に涙をためて口にするのは、「あの方は聖
女だった！」という言葉であった。『村の司祭』は、エヴァとマリアの地上的具現
化であるヴェロニックが、内面のエヴァが起こした罪を贖い、村の福祉と霊的浄化
の道を歩む物語であり、ボネ神父が言うように、モンテニャックの丘は彼女にとっ
て、そこから天へと飛び立つためのカルヴァリオの丘となったのである59。
おわりに
　1830年のマリア出現はバルザックに何らかの影響を与えたのか、という問いが論
者の中に湧き上がり、思い当たる場面も手がかりも確信もないまま、バルザックの
書簡と作品を探りはじめた。調べる中で、バルザックが母からメダイユをもらい身
につけていたということを知り、信仰と回心をテーマにした物語にマリアがさまざ
まな形で介在していることに気付くこととなった。疫病と動乱と反教権の時代に
あって、バルザックが繰り返し伝えようとしたメッセージは「信じること」であり、
『無神論者のミサ』ではブルジャの素朴なマリア信仰が唯物論者デプランの心を融
59	 CdV,	p.	754,	783,	871.
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かし、『ユルシュール・ミルエ』では汚れなき少女ユルシュールが神と無神論者を
結ぶ媒介となり、ミノレを信仰へと導いていた。これらが男性の回心をテーマとし
た物語だとすると、すでに信仰の中にいる女性たちには地上での霊的浄化という
テーマがあてられていた。とりわけ『谷間の百合』と『村の司祭』では、エヴァの
本性をもつモルソフ夫人とヴェロニックが自らの地上的悪と闘い、マリアにいたる
完徳の道を歩む姿が描かれていた。マリア出現の反響が意識的にか無意識にか、バ
ルザックにも影響を及ぼし、マリアをめぐる大きな霊的流れの中でこれらの作品を
残したように思われる。1830年の出現ののち、バルザックの晩年、1846年にはラ・
サレットの出現も起きている。バルザックにおけるマリアの出現とその意味を探る
には、最晩年の作品まで検討する必要がありそうである。
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